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『
ス
ト

レ

ス

の
工
体
』

管

長

菊

池

重

敏

考
え
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
す
。

我
々
の
行
動
や
言
葉
は
、
本
能

と
理
性
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
上

に
成
り
立

っ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

事
の
筋
道
を
理
解
し
な
い
本
能

だ
け
で
は
ダ
メ
。
人
間
ら
し
い

本
能
を
除
外
し
た
理
性
だ
け
で

も
ダ
メ
。
本
能
九
割
理
性

一
割

位
の
配
分
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
強
く
た
ま
っ
て
い

る
人
は
理
性
が
強
く
出
過
ぎ
て

い
る
人
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
自
分
の
本
能
や

感
情
を
奮
い
立
た
せ
、
裸
の
自

分
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と

も
っ
と
自
分
の
心
を
解
放
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
心
が
晴
れ
ば
れ
と

し
て
、
ス
ト
レ
ス
な
ん
て
飛
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

本
能
と
感
情
は
人
間
が
生
き
る

た
め
の
原
動
力
で
す
。

極
端
な
話
、
心
の
中
で
ど
ん
な

に
悪
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事

を
考
え
想
像
し
て
も
、
行
動
と

言
葉
に
悪

い
事
が
出
て
こ
な
け

れ
ば
、
そ
の
人
は
良

い
人
な
の

で
す
。

心
の
中
ま
で
清
く
正
し
く
あ
り

た
い
と
思
う
人
は
聖
者
を
志
す

人
で
す
。　
一
般
の
人
は
な
か
な

か
聖
者
に
な
り
き
れ
な
い
事
が

多

い
の
で
す
。
無
理
な
事
に
と

ら
わ
れ
過
ぎ
る
と
、
か
え

っ
て

ス
ト
レ
ス
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。

我
々
の
心
の
中
に
は
、

と
悪

い
心
が
あ

っ
て
、

が
育
た
な
い
よ
う
に
、

で

一
杯
に
な
る
よ
う
に
心
掛
け

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
悪
い
心
が
強
く
出
て

し
ま
う
と

「自
分
は
ダ
メ
な
や

つ
だ
」
と
か

「弱
い
人
間
だ
」

等
と
、
自
分
自
身
で
悪
い
レ
ツ

テ
ル
を
貼

っ
て
し
ま
っ
て
、
落

ち
込
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
考
え
方
を
少
し

変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
は
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く

活
力
の
燃
え
た
ぎ

っ
て
い
る
大

切
な
所
だ
か
ら
、
自
分
の
個
性

と
し
て
大
切
に
伸
ば
し
て
い
こ

う
。
そ
し
て
、
意
識
は
自
分
の

行
動
と
言
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
所
だ
か
ら
、
心
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取

っ
て
い
こ
う
。

こ
れ
を
し
ち
ゃ
ダ
メ
、
あ
れ
も

し
ち
ゃ
ダ
メ
と
抑
え
込
み
ば
か

り
が
強
く
な
り
過
ぎ
る
と
、
生

き
る
力
や
気
力
、
活
力
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
し
ま
う
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら
、
も

っ

と
も

っ
と
自
分
の
心
を
解
放
し

て
、
生
き
る
力
を
高
め
る
よ
う

に
し
よ
う
。

と
思

え
ば
良

い
の
で
す
。

良
い
思
い
も
悪
い
思
い
も
す
べ

て
受
け
止
め
て
、
あ
る
が
ま
ま

の
自
分
を
最
良
と
考
え
、
心
と

意
識
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け
る

生
き
方
が
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま
ら

な
い
、
心
の
病
に
か
か
ら
な
い

伸
び
伸
び
と
し
た
生
き
方
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
が
ま
ま
に
自
分
に
素
直
に

生
き
れ
ば
良
い
の
で
す
。

人
間
の
精
神
は

「心
」
と

「意

識
」
の
二
重
構
造
で
で
き
て
い

る
。

本
能
や
感
情
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
る

「心
」
と
、
文
字
や
観
念

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る

「意
識
」

は
別
々
な
働
き
を
す
る
。

『心
が
意
識
に
抑
え
込
ま
れ
て
い

る
状
態
が

「
ス
ト
レ
ス
」
で
あ

る
。

』
と
、
教
育
者
山
崎
房

一
は
、

著
書

『心
が
軽
く
な
る
本
』
の

中
で
言

っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
大
き
な
勘
違
い
を
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
精
神
も
心
も
同
じ
も

の
で
、
精
神
を
強
く
す
る
に
は

心
を
強
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
性
格
を
変
え
て
い

く
に
は
心
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た

の
で
す
。

心
は
本
能
と
感
情
の
燃
え
た
ぎ

っ
て
い
る
人
間
の
生
き
る
原
動

力
だ
っ
た
の
で
す
。

心
を
変
え
よ
う
と
思

っ
た
所
に

無
理
が
生
じ
た
の
で
す
。

意
識
は
理
性
で
す
。
心
を
抑
え

込
ん
だ
り
変
え
よ
う
と
し
な
い

で
、
心
と
理
性
の
バ
ラ
ン
ス
を

ヽ_′

、_ン

明

治

天

皇

御

製

せ

の
中

は
た
か
さ

い
や
し
き

ほ
ど
ほ
ど

に

身
を
童
す

こ
そ

つ
と
め
な
り
け
れ

迅

ふ
こ
と

つ
ら

ぬ
か
ず
し
て
や
ま
ぬ
こ
そ

人
わ
を

の
こ
の
こ
こ
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な
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い い い
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神 道 の 友 秋 冷 号 (2)

昨
年
度
の
大
会
議
及
び
総
代
会

は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
各
地
で
蔓
延
増
加
し
て
い

る
事
か
ら
書
面
審
議
と
し
た
。

今
年
度
の
大
会
議

・
総
代
会
に

於
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
全
国
的
に
収

ま
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

半
数
以
上
の
御
出
席
の
御
返
事

が
有
り
、
感
染
症
対
策
を
充
分

に
行
い
、
去
る
七
月
二
十
八
日
・

二
十
九
日
の
両
日
に
亘
り
開
会

さ
れ
た
。

二
十
八
日
午
後

一
時
よ
り
第
四

十
四
回
神
道
大
教
院
総
代
会
を

本
局
弥
栄
殿
広
間
に
て
、
総
代

定
数
十
五
名
の
内
三
名
の
出
席

と
委
任
状
九
名
の
提
出
に
依

っ

て
、
総
代
会
は
出
席
規
定
が
無

く
開
会
さ
れ
た
。

昨
年
度
の
大
教
院
概
況
、
収
支

決
算
報
告
が
さ
れ
、
質
疑
な
く

承
認
さ
れ
た
。
審
議
事
項
で
は
、

内
局
よ
り
予
算
案
の
説
明
が
さ

れ
た
。
特
に
装
東
調
製
費
予
算

に
つ
い
て
、
冬
用
の
祭
典
狩
衣

を
新
調
し
た
い
旨
の
説
明
が
さ

れ
、
全
体
の
予
算
に
つ
い
て
質

疑
な
く
承
認
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
行
事
計
画
審
議
の

件
で
は
、
例
年
と
特
に
変
わ
り

が
無
い
が
、
夏
期
研
修
会
を
今

年
度
は
通
常
通
り
七
日
間
開
催

す
る
事
と
し
、
感
染
状
況
を
鑑

み
通
学
の
方
限
定
で
宿
泊
無
し

と
し
た
。
更
に
十

一
月
二
十
六

日
は
第
四
代
管
長
の
長
谷
信
成

大
人
命
の
百
年
祭
に
当
た
り
、

二
十

一
日
の
月
次
祭
に
併
せ
て

斎
行
す
る
予
定
が
報
告
さ
れ
、

質
疑
な
く
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
で
は
、
橋
村
美
樹
師
よ

）

り

「授
与
所
の
光
熱
費
は
大
教

院
の
会
計
で
処
理
さ
れ
る
の
か
。」

と
の
質
問
に
対
し
大
熊
部
長
よ

り
、
税
理
士
指
導
の
も
と
、
特

別
会
計
の
利
益
に
対
す
る
税
務

対
策
と
し
て
、
按
分
化
し
て
い

る
と
の
回
答
が
さ
れ
た
。

翌
二
十
九
日
、
午
前
十

一
時
か

ら
第
二
十

一
期
第

一
回
の
大
会

議
が
同
所
に
て
、
大
会
議
員
定

数
十
五
名
の
内
、
出
席
者
八
名

と
委
任
状
五
名
の
提
出
に
依

っ

て
大
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
議

長
に
松
野
昭
男
師
、
副
議
長
に

吉
田
善
賞
師
、
議
事
録
署
名
員

に
松
野
昭
男
師
、
堤
龍

一
郎
師
、

書
記
に
局
員
の
大
熊
部
長
が
選

出
さ
れ
、
大
会
議
の
成
立
が
議

長
よ
り
宣
言
さ
れ
た
。

御
本
殿
に
て
大
会
議
成
立
奉
告

祭
を
執
行
さ
れ
た
。

管
長
挨
拶
、
議
長
挨
拶
の
後
、

報
告
並
び
に
承
認
事
項
、
議
題

が
審
議
さ
れ
た
。

次
第
は
以
下
の
通
り
。

（報
告
並
び
に
承
認
事
項
）

一
、
責
任
役
員
指
名
承
認
の
件

管
長
よ
り
第
二
十

一
期
の
責
任

役
員
の
人
事
の
承
認
を
伺
い
、

若
森
正
道
師
、
岡
本
忠
宣
師
、

菊
地
元
宏
師
、
長
元
祥
泰
師
の

四
名
の
責
任
役
員
就
任
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
内
局

。

長
元
総
監
よ
り
参
事
会
員
、
会

計
監
査
員
人
事
に
つ
い
て
の
承

認
を
伺
い
、
若
森
正
道
師
、
岡

本
忠
宣
師
、
菊
地
元
宏
師
、
長

元
祥
泰
師
、
井
上
象
英
師
の
五

名
が
参
事
会
員
に
、
松
野
昭
男

師
、
冨
田
信
太
郎
師
、
堤
龍

一

郎
師
の
三
名
が
会
計
監
査
員
の

就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

二
、
令
和
二
年
度
本
局

・
大
教

院
概
況
報
告
の
件

大
熊
部
長
よ
り
五
月
か
ら
翌

年
四
月
迄
の
概
況
報
告
が
さ
れ
、

各
月
の
報
告
に
続
い
て
御
神
符

の
全
国
頒
布
、
永
代
祭
祀
現
況
、

教
師
の
異
動
、
各
承
認
事
項
と

統
計
資
料
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
松
野
議
長
よ
り
行
事
報
告

の
中
に
あ

っ
た
四
本
木
稲
荷
神

社
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
経
過

で
直
轄
に
至

っ
た
の
か
報
告
を

求
め
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
関
し

・

て
管
長
よ
り
四
本
木
稲
荷
神
社

に
つ
い
て
の
経
緯
が
説
明
さ
れ

た
。
土
地
が
大
蔵
省

（現

・
財

務
省
）
所
有
で
あ
り
、
そ
の
上

に
宗
教
法
人
が
現
存
し
て
い
る

事
、
前
任
の
教
場
長
が
高
齢
と

ン
ヽ

な
り
維
持
が
困
難
と
し
て
解
散

を
含
め
て
本
局
に
相
談
が
あ
っ

た
為
、
責
任
役
員
会
で
協
議
を

し
、
現
在
も
地
域
の
信
仰
も
あ

る
の
で
継
続
し
て
神
社
発
展
の

為
に
本
局
で
預
か
り
祭
典
を
行

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
旨
を
報

告
さ
れ
た
。
井
上
議
員
よ
り
お

祀
り
を
継
続
す
る
事
は
賛
成
だ

が
、
経
費
の
か
か
る
事
な
の
で

大
会
議
に
そ
の
事
案
を
協
議
し
、

管
長
の
意
向
を
大
会
議
議
員
に

伺

っ
た
上
で
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
責
任
役
員
会
だ
け
で
何
事

も
決
定
事
項
が
進
む
の
は
反
対

で
あ
る
事
と
こ
れ
か
ら
の
先
を

見
据
え
て
神
社
運
営
の
き
ち
ん

と
し
た
ル
ー
ル
作
り
を
し
て
欲

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
冨

田
議
員
よ
り
、
現
在
財
務
省
の

所
有
と
い
う
事
に
対
し
て
、
国

の
都
合
で
返
還
を
求
め
ら
れ
る

事
は
あ
る
の
か
と
の
質
問
に
対

し
、
現
在
の
法
律
で
は
そ
の
よ

う
な
事
は
無
い
と
長
元
総
監
よ

り
回
答
が
さ
れ
た
。
松
野
議
長

よ
り
今
後
知
恵
を
出
し
合
い
、

責
任
役
員
だ
け
で
な
く
大
会
議

議
員
に
も
諮

っ
て
戴
き
た
い
と

締
め
括
ら
れ
、
本
局
概
況
報
告

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。
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三
、
令
和
二
年
度
大
教
院
決
算

並
び
に
令
和
三
年
度
予
算
承
認

の
件

前
日
の
総
代
会
に
て
承
認
可
決

さ
れ
た
決
算
及
び
予
算
の
歳
入
・

歳
出
各
項
目
を
報
告
し
、
決
算

で
は
各
祭
典
の
参
拝
者
減
少
に

よ
る
幣
吊
料
の
減
収
と
雑
収
入

の
増
加
の
説
明
、
歳
出
で
は
授

与
所
新
設
に
よ
る
備
品
購
入
、

倒
木
危
険
回
避
の
為
の
臨
時
樹

木
伐
採
や
記
念
事
業
工
事
の
費

用
な
ど
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
予
算
に
つ

い
て
前
年
度
決
算
を
踏
ま
え
て

の
予
算
額
を
説
明
し
、
承
認
さ

れ
た
。

）

四
、
令
和
二
年
度
神
道
大
教
本

局
決
算
並
び
に
特
別
会
計
決
算

報
告
承
認
の
件

歳
入
で
は
全
体
的
に
減
収
、
退

職
金
増
加
に
つ
い
て
は
永
澤
局

員
退
職
に
伴
う
退
職
金
支
払
い

の
為
、
毎
年
の
積
立
金
か
ら
繰

り
入
れ
た
額
で
あ
る
事
。
報
酬

に
つ
い
て
は
管
長
の
報
酬
総
額

か
ら
交
通
費
を
分
離
し
て
減
額

に
な
っ
て
お
り
、
分
離
し
た
交

通
費
が
旅
費
交
通
費
に
加
わ
り

増
額
し
て
い
る
。
ま
た
給
与
項

目
に
関
し
て
、
職
員
二
名
が
給

与
、
他
助
勤
者
は
帳
簿
上
雑
給

と
し
て
い
る
が
、
税
務
申
告
上

給
与
扱
い
に
な
る
為
、
合
算
で

記
載
し
て
い
る
事
を
説
明
す
る
。

次
に
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
各

項
目
毎
に
報
告
し
た
。

五
、
会
計
監
査
報
告
承
認
の
件

岡
本
会
計
監
査
員
よ
り
報
告
が

さ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

（
議

　

題
）

一
、
令
和
三
年
度
神
道
大
教
本

局
予
算

（
案
）
並
び
に
特
別
会

計
予
算

（
案
）
審
議
の
件

井
上
議
員
よ
り
大
教
院

。
本
局

の
旅
費
交
通
費
の
内
訳
、
大
会

議
費
、
責
任
役
員
会
議
費
、
顧

問
料
の
内
訳
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
っ
た
。

内
局
よ
り
、
大
教
院
の
旅
費
交

通
費
に
つ
い
て
毎
月
祭
員
と
し

て
来
て
戴
い
て
い
る

一
年
間
の

交
通
費
、
本
局
に
つ
い
て
は
先

に
決
算
書
で
触
れ
た
管
長
の
役

員
報
酬
か
ら
交
通
費
を
差
し
引

い
た
分
が
上
乗
せ
に
な
っ
た
。

総
監
職
、
事
務
助
勤
者
の
交
通

費
に
関
し
て
も
税
理
士
と
の
相

談
で
非
課
税
範
囲
の
分
を
算
出

し
て
加
え
た
。
そ
の
分
給
与
等

報
酬
関
係
が
少
な
く
計
上
さ
れ

て
い
る
。
顧
問
料
に
つ
い
て
は

顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
と

契
約
し
て
い
る
。
特
別
会
計
の

収
益
が
上
が
っ
て
い
る
分
税
金

が
か
か
る
の
で
比
重
を
置
い
て

大 会 議 員 集 合

管 長 挨 拶

）

計
上
し
て
お
り
、
本
局

・
特
別

会
計
の
顧
問
料
の
内
訳
を
税
理

士
の
指
示
に
従

っ
て
い
る
。
大

会
議
は
昨
年
度
文
書
会
議
で
あ

っ
た
が
例
年
通
り
の
計
上
と
し
、

責
任
役
員
会
議
費
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
少
な
か
っ
た
が
通
常

年
四
～
五
回
開
催
し
て
い
る
。

遠
方
か
ら
の
経
費
を
計
算
し
予

算
を
計
上
し
た
事
を
説
明
し
、

予
算
は
可
決
さ
れ
た
。

二
、
令
和
三
年
度
神
道
大
教
行

事
計
画
の
件

五
月
か
ら
七
月
現
時
点
で
は
既

に
経
過
し
て
い
る
行
事
報
告
、

十

一
月
に
は
第
四
代
長
谷
管
長

百
年
祭
の
斎
行
を
報
告
し
、
計

画
案
は
承
認
さ
れ
た
。

辞 令 授 与

三
、
そ
の
他

０
　
教
令
第
五
十
三
号
に
つ

い
て
、
令
和
四
年
五
月

一

日
よ
り
施
行
と
し
た
い
。

一
昨
年
に
改
訂
し
令
和
四

年
は
現
状
通
り
で
承
認
さ

れ
た
。

②
　
内
局

。
長
元
総
監
よ
り
、

令
和
六
年
に
本
教
創
立
百

五
十
年
記
念
大
祭
に
際
し
、

過
去
の
大
祭
記
録
で
は
四

月
、
十
月
ど
ち
ら
に
も
斎

行
し
た
年
が
あ
り
、
決
ま

り
が
無
い
。
来
年
の
大
会

議
で
は
百
五
十
年
記
念
大

祭
の
実
行
委
員
会
を
組
織

し
た
い
。
管
長
と
の
話
で

四
月
は
お
正
月
終
わ
っ
て

直
ぐ
の
準
備
が
大
変
だ
ろ

う
と
の
事
で
、
出
来
れ
ば

十
月
に
記
念
大
祭
を
斎
行

し
た
い
意
向
で
あ
る
。
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

様
々
な
行
事
内
容
を
協
議

し
た
く
お
願
い
し
た
。

以
上
、
報
告

。
協
議
事
項
の
審

議
を
経
て
大
会
議
を
開
会
、
大

会
議
終
了
奉
告
を
行

っ
た
。
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令
和
三
年
度

夏
季
研
修
会

令
和
三
年
度
神
道
学
院
夏
季
研

修
会
を
八
月
二
十
五
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
の
四
日
間
、
本
局

を
会
場
に
開
催
し
た
。

昨
年
に
続
き
、　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
為
、
期
間
を
短

縮
し
、
通
い
で
現
任
者
の
み
を

対
象
と
し
て
開
催
し
た
。

受
講
者
は
五
人
だ
っ
た
が
、
各

人
熱
意
を
持

っ
て
参
加
さ
れ
た
。

菊
池
管
長

・
長
元
祀
典
長

・
堤

。

大
熊
両
典
虐
の
四
人
の
講
師
に

よ
っ
て
五
人
の
受
講
生
を
教
え

る
と
言
う
、
大
変
濃
厚
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
充
分
に
行

う
中
、
朝
八
時
に
受
講
生
全
員集 合 写 真

参
加
受
講
者
の
感
想
文

で
朝
拝
と
国
旗
掲
揚
を
行
い
、

午
前
九
時
よ
り
九
十
分
間
の
講

義
を
二
講
座
、
午
後
か
ら
は
祭

式
作
法
が
四
時
間
教
授
さ
れ
、

午
後
五
時
よ
り
夕
拝
、
国
旗
降

納
、
掃
除
を
行
い
、
午
後
六
時

三
十
分
に

一
日
の
研
修
を
終
了
。

大
変
過
密
な
日
程
で
は
あ
っ
た

が
、
受
講
生
は
個
人
教
授
を
受

け
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
、
真

剣
に
研
修
を
受
け
て
い
た
。

宮

内

　

康

私

の
よ
う
な
、
不
器
用
で
覚
え

の
悪

い
未
熟
者
に
は
本
当
に
丁

寧

で
厳
し
く
教
え

て
戴
き
、
貴

重
な
経
験
と
学
び

で
し
た
。
今

回
の
研
修
会

で
純
粋
に
思

っ
た

事
は
、
教
わ

っ
た
事
が
出
来

る

と
純
粋
に
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
る
と
更
に
気
持
ち
が

わ

い

て
き
ま

し
た
。

し
か

し
な

か
な
か
出
来

な

い
と
苦

し

い
、

こ
の

二

つ
の
純
粋

な

思

い
と
共

に
研
修
会

が
あ
り

ま
し
た
。
自

分
自
身

で
も
純
粋

に
向

き
合

っ

て
い
る
事

を
感

じ

る
事

が
出
来

｀
ヽ_ン

ま
し
た
。
結
果
、
出
来
な

い
と
、

こ
れ
か
ら
努
力
す
る
し
か
な

い
、

更
に
向
き
合
う
し
か
な

い
、
目

標
を
持
ち
、
覚
悟
を
持

っ
て
向

き
合
う
大
切
さ
を
、
講
師

の
先

生
方
か
ら
身
を
持

っ
て
教
わ
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
不
器
用

で
覚
え
も
悪

い
私

で
す
が
、
大

き
な
返
事
を
忘
れ
る
事
な
く
、

ま
た
、
感
謝

の
心
と
言
葉
を
忘

れ
る
事
な
く
、
講
師

の
先
生
方

の
言
葉
、
神
様
か
ら
の
教
え
を

守
り
、
さ
ら
な
る
精
進
を
致
し

ま
す
。

本
当
に
貴
重
な
四
日
間
の
研
修

会
、
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

宮

田

　

楽

今
年
は
、
私
を
含
め
受
講
生
五

名
と
、
例
年
よ
り
も
少
な

い
人

数
な
分
、
内
容

の
濃

い
研
修
に

な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
山
形
県
の
三
山
宮
宮
司

の
息
子

で
、
将
来
は
父
か
ら
受

け
継

い
で
行

こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
お
知
り
に
な

っ

た
菊
池
管
長
先
生
か
ら
の
推
薦

を
戴
き
、
今
年

の
四
月
か
ら
神

道
大
教
に
住
み
込
み
で
國
學
院

大
學
に
通
わ
さ
せ
て
戴

い
て
い

ま
す
ｃ

そ
れ
か
ら
数

ヵ
月
間
、
管
長
先

生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
先

生
方

の
祭
式
を
見
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会

で
そ

の
祭
式

の
幸
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
同
じ
事

で
注
意
さ
れ
る
事

が
多
く
、
癖
を

つ
け
る
事
が
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
研
修
会

中
は
厳
し
い
事
も
あ
れ
ば
楽
し

い
事
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
献

製

の
時

の
脆
居

で
膝
と
脚
が
と

て
も
辛
く
、
今

で
も
痛

い
で
す
。

そ
の
他
に
も
動
き
の
全

て
に
作

法
が
あ
り
見
て
い
る
だ
け

で
は

分
か
ら
な

い
よ
う
な
複
雑
さ

で

し
た
。
総
合
祭
式

で
は
、
奉
告

祭
を
自
分
た
ち

で
行
う
練
習
を

し
ま
し
た
。
基
本

で
教
わ

っ
た

事
は
で
き

て
い
る
前
提
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
注
意

さ
れ
る
事
も
あ
り
、
作
法
も
間

違
え
ら
れ
な

い
で
す
し
、
ほ
か

の
祭
員
と
の
息
も
な
か
な
か
合

わ
な
か

っ
た
の
で
難
し
か

っ
た

で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
研
修

で
そ
れ

を
実
感
し
た
事
は
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
自
分
の
歳

で
祭
員
に
な

る
事
は
貴
重
な
経
験
だ
と
思

い

国 旗 掲 揚行 事 作 法堤 氏 講 義
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ま
す
。
私
は
若
輩
者
な
の
で
、

今
回
の
よ
う
な
事
を
積
み
重
ね
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
活
か
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

永

井

　

栄

子

先

の
見
え
な

い
今
、
日
本
中
が

悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
時
、
神
道

大
教

の
管
長
、
総
監
そ
し
て
先

生
方
は
、
平
然
と
し
て
研
修
会

を
開

い
て
下
さ

い
ま
し
た
。
尊

敬

の
念
を
込
め

て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
も
、
外
出
に
不
安
は
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
な
り
に
気
を
付

け
て
、
そ
れ

で
も

コ
ロ
ナ
に
な

っ
た
ら
、
そ
れ
も
何
か
の
意
味

が
あ
る
の
だ
と
思
い
、
気
合
を

入
れ

て
参
り
ま
し
た
。

報告式 (大麻行事 )

機
鐵
鷺
摯

一

今

ま

で
何
度

も
お
教

え
戴

い
た

事

な

の
に
、
な
ぜ
出
来

な

い
の

か
と
、
自
分

で
自

分
が
情

け
な

く
な

っ
て
ば
か
り

の
四
日
間

で

し
た
が
、
半
歩

ぐ

ら

い
は
進

め

た

の
か
な

と
勝
手

に
思

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
積

み
重
ね
を
大
事

に
し
な

が

ら
、
精

進

し
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

永

山

　

和

洋

神
道
大
教
は
、
毎
年
の
教
師
を

育
成
す
る
事
を
中
断
し
な
い
で
、

研
修
会
が
開
か
れ
た
事
は
、
管

長
先
生
を
始
め
、
諸
先
生
方
の

御
尽
力
に
感
謝
の
念
を
禁
じ
え

ま
せ
ん
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

報告式 (献撰の儀 )

受
講
生
答
辞

現
状

の
世
界

で
は
世

の
中

の
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
言
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。
我
々
も
神
職

の

一
人
と

し
て
、

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
悩

む
人
々
を
教
え
導
く
事
が

で
き

る
よ
う
に
、
日
々

の
研
鑽
に
励

み
た

い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ

禍

で
研
修
に
出
席

で
き
な
か

っ

た
方
も
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い

ま
す
。
来
年

コ
ロ
ナ
が
静
ま
り

研
修
会
が
通
年
通
り
開
催
さ
れ

る
事
を
希
望
し
ま
す
。

本
国
こ
こ
に
令
和
三
年
度
神
道

大
教
神
道
学
院
夏
期
研
修
会

の

閉
講
式

の
終
了
を
迎
え
る
に
当

り

一
言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
度

の
研
修
会
に
は
、

コ
ロ
ナ

禍

の
東
京
都
内
か
ら
五
名

の
方

が

こ
の
西
麻
布

の
地
に
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
神
道

の
研
鑽
を
す

る
た
め
に
研
修
に
励
む
事
が

で

き
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
コ
ロ

ナ
禍
に
お

い
て
も
従
来
通
り
、

神
道
大
教

の
教
師
を
育
成
す
る

ノヽ

事
を
閉
ざ
さ
ず
続
け
ら
れ

て
い

ま
す
。

こ
の
事
は
管
長
先
生
を

始
め
先
生
方
、
お
手
伝

い
を
戴

い
て
い
る
先
生
方

の
御
協
力
を

戴
き
、
皆
様
に
感
謝

の
念
を
禁

じ
え
ま
せ
ん
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

本
年
は
菊
池
管
長
、
長
元
證
典

長
が
就
任
し
て
五
年
目
を
迎
え

ら
れ
、
講
師
陣

の
内
容
も
深
く
、

洗
練
さ
れ
た
講
義
に
我
々
受
講

生

一
同
多
く
の
内
容
を
学
ぶ
事

が

で
き
ま
し
た
。
世

の
中

コ
ロ

ナ
禍

の
脱
却
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
言
う
大
問
題
も
控
え

て
お
り
ま
す
。
我
々
も
神
職

の

一
人
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
諸
問

題
に
悩
み
苦
し
む
人
々
を
教
え

導
く
事
が

で
き
る
様
、
日
々
研

鑽
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
神
道

大
教

の
益
々
の
御
発
展
と
御
教

示
戴
き
ま
し
た
先
生
方

の
御
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
答
辞
と

さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

令
和
三
年
八
月
二
十
八
日

受
講
生
代
表
　
永
山
和
洋

祭 式 作 法答 辞装東着装で集合写真

一 議
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学
而
第

一

ぶ
こ
と
修
習
う
こ

く

　

じ

『子
日

わ
く

、

学
び
て
時
に
之
を
習
う
。

本
護
ば
し
か
ら
ず
や
。』

学
而
で
す
か
ら
先
ず
は
学
ぶ
事

が
大
事
で
す
。

学
ぶ
っ
て
何
だ
ろ
う
と
言
う
事

で
す
。

学
ぶ
と
い
う
字
は
、
ウ
冠
に
点

が
二
つ
入

っ
た
も
の
で
、
元
々

の
字
は
ウ
冠
で
屋
敷
を
表
す
字

で
す
。
ウ
冠
に
子
が
入
っ
て
い

る
と
言
う
の
は
、
何
も
分
か
ら

な
い
人
、
無
私
無
欲
、
械
れ
の

無
い
人
、
無
色
透
明
な
人
、
雑

念
の
無
い
人
、
そ
う
言
う
人
に

様
々
な
知
識
を
与
え
て
い
く
。

知
識
は
経
験
す
る
事
に
依

っ
て

知
恵
に
な
る
。
知
恵
が
重
な
る

と
違
う
字
と
成

っ
て

「智
恵
」

と
成
る
。

学
ぶ
と
い
う
行
為
、
知
識
を
得

る
た
め
の
行
為
、
そ
れ
が
学
ぶ

事
。
人
間
と
い
う
事
を
自
覚
し

始
め
て
、
先
ず
は
親
か
ら
学
ぶ

と
い
う
事
。
身
近
に
居
る
母
親

か
ら
、
習
慣
的
な
も
の
、
善
悪

を
含
め
て
教
わ
る
。

教
え
る
と
い
う
字

の
中
に
も
子

供
の
子
は
入
り
ま
す
。
習
う
と

い
う
事
は
学
習
で
す
。
学
ぶ
と

習
う
は
セ
ッ
ト
に
成
ら

て
い
ま

す
。
「学
び
て
時
に
習
う
」
と
は

学
習
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

学
ん
だ
ら
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

習
う

っ
て
ど
う
い
う
事
と
言
う

と
、
繰
り
返
す
と
い
う
事
、
繰

り
返
す
事
が
基
本
に
有
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
繰

り
返
し
、
出
来
る
よ
う
に
成
る

ま
で
が
学
習
で
す
。
そ
れ
が
学

び
で
、
こ
れ
を
習
う
と
言
う
事

で
す
ｃ

学
ん
で
出
来
た
事
、
お
稽
古
を

し
て
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
事
が

上
手
に
出
来
た
。
そ
れ
で
初
め

て

「喜
ば
し
か
ら
ず
や
」
な
ん

で
す
ｃ

こ
の
喜
ば
し
か
ら
ず
や
を
繰
り

返
し
て
や
る
事
、
完
成

で
は
無

く
て
も
出
来
る
よ
う
に
成
る
、

到
達
す
る
。

一
つ
の
完
成

で
、
自
分
自
身
も

喜
び
、
周
り
の
人
も
良
か

っ
た

ね
と
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
、

「説
」
と
言
う
字
な
ん
で
す
。

説
明
の
説
。
説
は
会
意
文
字
で

二
つ
の

「言
」
と

「見
」
の
文
字

を
組
合
わ
せ
て
説
と
な
り
ま
す
。

言
葉
に
よ

っ
て
言

い
表
し
、
言

葉
で
説
明
し
て
、
相
手
に
意
思

）

を
伝
え
る
。
相
手
に
伝
え
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
成

っ
た
事
を

喜
ん
で
い
る
。
そ
の
為

の

「説
」

な
ん
で
す
ね
。

何
で

「喜
ぶ
」
で
は
無

い
の
か
、

何
で

「悦
ぶ
」
字

で
は
無

い
の

か
。
喜
ぶ
と
い
う
字
は
沢
山
有

る
け
れ
ど
、
孔
子
の
言
う

「説

ぶ
」
の
字
に
は
意
味
が
有
る
と

思
い
ま
す

孔
子
は
学
び
の
あ
り
方
を
沢
山

教
え
て
く
れ
ま
す
が
、
意
外
に

孔
子
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

一
面

も
見
え
て
来
ま
す
。
孔
子
の
本

物
像
を
掘
り
下
げ
て
見
る
と
、

孔
子
は
そ
も
そ
も
労
働
が
好
き

で
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

洞
察
力
は
優
れ
て
い
ま
す
。
見

抜
い
て
い
く
と
言
う
事
は
、
人

を
動
か
す
の
に
と
て
も
重
要
な

事
な
の
で
、
人
的
配
置
、
適
材

適
所
が
孔
子
は
と
て
も
上
手
で
、

年
功
序
列
で
決
め
る
の
で
は
無

く
、
人
を
見
る
と
言
う
か
、
人

を
読
む
と
言
う
か
、
行
動
学
を

し
っ
か
り
学
ん
で
い
ま
す
。
頭

は
す
ご
く
良
く
、
作
戦
を
練
る

の
は
得
意
で
す
。

こ
の
文
章
の
前
に
、
子
路
は
孔

子
に
、
大
将
に
成

っ
た
な
ら
ば

誰
を
副
将
に
し
ま
す
か
と
聞
き
、

孔
子
は
、
子
路
の
よ
う
に
む
や

み
や
た
ら
と
勇
ま
し
い
者
は
駄

目
だ
、
緻
密

（ち
み
つ
）
な
計

算
の
元
に
戦
争
を
勝
ち
取
れ
る

人
間
が
良
い
、
と
言

っ
て
い
ま

す
。
孔
子
は
行
列
の
露
払
い
な

ど
す
る
は
ず
が
無
い
。
何
故
な

ら
ば
、
孔
子
は
富
を
求
め
よ
う

と
し
な
い
人
だ
か
ら
で
す
。

子
路
と
の
こ
の
や
り
取
り
が
不

思
議
だ
な
と
思
い
つ
つ
、
孔
子

の

一
面
が
見
え
て
来
ま
す
。

そ
し
て
、
子
の
慎
む
所
は
、
齋
・

）

戦

・
疾
で
す
。

慎
む
所
に
し
て
最

っ
と
も
慎
ん

だ
所
が

「齋
」
。
し
か
し
齋

つ
て

何
で
し
ょ
う
か
？
。
自
分
自
身

を
精
進
潔
斎
し
て
、
神
様
を
祀

る
。
卑
し
い
我
が
身
心
を
綺
麗

に
し
て
畏
敬
の
神
に
礼
を
尽
く

す
事
で
す
。
神
職
は
、
お
祭
事

が
有
れ
ば
常
に
白
い
祭
服
を
着

ま
す
。
白
絹
の
抱
を
着
る
と
言

う
事
は
、
潔
斎
と
同
じ
で
す
。

械
れ
無
い
事
と
は
、
慎
む
事
。

戦
と
言
う
事
は
、
必
ず
し
も
戦

争
の
事
で
は
無
く
、
口
論
も
当

時
は
戦
で
す
。そ
し
て
病
気
（疾
）

に
成
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

神
を
祀
る
事
を
孔
子
は
あ
ら
ゆ

る
所
で
伝
え
て
い
ま
す
。
天
を

祀
れ
と
教
育
し
て
来
ま
し
た
。

自
分
の
潔
斎
を
心
掛
け
て
い
た

人
な
の
で
、
孔
子
の
下
着
は
常

に
白
い
物
を
心
掛
け
て
い
た
よ

う
で
す
。

論
語
指
導
師

大
教
正

井

上
　
象

英

『子
曰
わ
く
、
富
に
北
掟

求
む
べ
く
ん
ば
、
執
鞭

の
士
と
雖
も
、
吾
亦
之

を
為
さ
ん
。

如
し
求
む
べ
か
ら
ず

ば
、
吾
が
好
詢
所
に

お
ん

せ。ん
子
０
慎
む
所

齋

・
戦

・
疾
。

』

ス

〔

し
た
が

４
じ

か
れい

私
は
ど
う
し
て
も
富
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
露
払

い
の
よ
う
な
鞭

（む
ち
）
を
振

る
う
賤

（
い
や
）
し
い
仕
事
に

も
喜
ん
で
し
よ
う
。
だ
が
求
め

な
く
て
良
い
な
ら
、
例
え
貧
乏

を
し
て
も
自
分
の
好
き
な
事
を

や
り
た
い
。

士
い
、

而
第
色

孔
子
の
横
顔

じ

つ

じ
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九
月
二
十

一
日
神
道
大
教
院
長

月
の
月
次
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
汗

ば
む
気
候
の
中
、　
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
を
充
分
に
講
じ

ら
れ
た
、
拾
数
名
の
御
参
拝
者

の
元
、
管
長
斎
主
及
び
六
名
の

祭
員
に
よ
っ
て
本
殿
祭
並
び
に
、

秋
分
霊
祭
が
御
霊
殿
に
て
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

和
田
典
儀
の
秋
分
霊
祭
開
始
の

挨
拶
の
後
、
斎
主

一
拝
、
献
餞

の
儀
と
全
国
の
教
師

。
信
徒
よ

り
供
え
ら
れ
た
供
え
物
や
お
花

が
御
霊
の
心
を
和
ま
せ
、
斎
主

祭
詞
奏
上
で
は
、
長
月
の
祥
月

命
日
の
御
霊
の
お
名
前
を

一
人

ず

つ
奏
上
し
、
御
霊
殿
に
御
祭

祀
の
御
霊
の
安
寧
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
橋
村
師
に
よ
る
慰
霊

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
、
雅
楽
の
調

と
共
に
美
し
く
舞
う
姿
に
御
霊

も
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
事
と
思

い
ま
す
。
続
い
て
東
京
婦
人
会

有
志
の
先
生
方
の
先
導
に
よ
っ

て
神
教
歌
が
祭
員

・
参
拝
者
が

）

心

一
つ
に
声
を
合
わ
せ
御
霊
様

に
真
心
が
届
く
よ
う
力
強
く
奉

唱
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
斎
主
及
び
祥
月
命
日

を
迎
え
る
御
家
族
と
御
参
拝
者

が
玉
串
を
奉
り
て
御
拝
礼
さ
れ
、

御
霊
の
御
慰
霊
を
お
祈
り
致
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
撤
供
の
儀
、
斎
主

一

拝
と
続
き
、
管
長
挨
拶
で
は
、

「愛
情
は
、
お
金
や
物
だ
け
で
満

足
さ
せ
る
の
で
は
無
く
、
相
手

が
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持

っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
感
情
を
満
足

さ
せ
る
よ
う
に
愛
情
を
注
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、

直
会
は
中
止
と
致
し
ま
し
て
撤

下
の
お
土
産
を
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
、
滞
り
な
く
祭
典
は
終

了
致
し
ま
し
た
。

斎 主 一 拝

祭 員 集 合 写 真 管 長 挨 拶 管 長 祭 詞奏 上

開
丸
昌
は
、
先
代
創
業
者
小
川

昌
男
氏
が
昭
和
三
十
七
年
に
水

産
物
卸
業

「丸
昌
」
と
し
て
個

人
事
業
を
営
み
、
次
々
と
事
業

を
拡
め
、
昭
和
四
十
八
年
に

「

腑
丸
昌
」
に
組
織
変
更
し
、
昭

和
五
十
三
年
に
東
京
都
中
央
卸

売
市
場
築
地
に
加
工
場
及
び
冷

蔵
倉
庫
、
営
業
所
を
設
置
し
、

事
業
発
展
に
励
ん
だ
。

平
成
二
十
五
年
に
現
在
の
社

長
小
川
浩
司
氏
が
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
更
な
る
事
業
発
展

へ
と

励
む
中
、
東
京
都
の
計
画
に
よ

っ
て
豊
洲
市
場

へ
の
移
転
が
決

ま
り
、
開
丸
昌
も
従
来
よ
り
も

二
倍
に
社
屋
を
拡
大
し
移
転
し

た
。

御祈念をされる管長

そ
れ
以
降
、
移
転
日
の
十
月

三
日
を
大
祭
日
と
定
め
、
祭
儀

を
斎
行
し
て
い
る
。

今
年
も
菊
池
管
長
斎
主
の
元
、

大
熊
部
長
が
祭
員
と
な
っ
て
厳

粛
に
祭
典
を
行
い
、
鳴
動
神
事

に
よ
っ
て
、
社
屋
の
隅
々
ま
で

祓
わ
れ
た
。

鳴 動 神 事管長 と小川氏御家族

_ゝン

二蓬責
`‐

、、
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こ
の
度
、
昨
年
度
の
大
会
議
に

お
い
て
承
認
さ
れ
た

「次
世
代

委
員
会
」
が
七
月
二
十
八
日
困

午
後
五
時
よ
り
弥
栄
殿
広
間
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
回
目
の
会
合
に
は
、
菊
池

管
長

・
長
元
総
監

（
次
世
代
委

員
会
委
員
長

）
を
始
め
、　
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
首
都
圏

だ
け
の
次
世
代
委
員
七
名
の
出

席
だ
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
や

活
動
計
画
、
「次
世
代
委
員
会
」

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
長
元
総
監
よ

り
御
発
案
戴
き
、
若
手
教
師
の

育
成
並
び
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
神
道
大
教

の
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
て
発
足
致
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
設
立
さ
れ
た

「青

年
会
」
は
、
十
八
年
余
り
様
々

な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

数
年
前
よ
り
体
止
状
態
と
な

っ

て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
来
た
思
い
が
、
代
々
受
け
継

が
れ
そ
の
歴
史
が
有

っ
た
か
ら

こ
そ
今
が
あ
る
事
を
改
め
て
認

識
し
、
敬
意
を
も
っ
て
歩
み
だ

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は

「青
年
会
」
再
活

動
に
つ
な
げ
令
和
六
年
に
迎
え

る

「本
教
創
立
百
五
十
年
」
に

向
け
て
新
し
い
歴
史
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
年

度
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
滞

り
な
く
運
営
出
来
る
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
は

温
か
い
寄
り
添
い
の
心
で
見
守

っ
て
戴
き
、
次
世
代
を
担
う
若

手
教
師
と
共
に
意
見
を
述
べ
、

一
方
通
行
で
は
な
く

一
緒
に
考

え
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

是
非
と
も
御
協
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

心
の
つ
な
が
り
拠
り
所
と
な
れ

る
よ
う
、
「お
も
い
や
り
」
ま
た

「寄
り
添
う
気
持
ち
」
を
忘
れ
ず

に

一
緒
に
新
し
い

一
歩
を
踏
み

出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（堤
）

【出
席
者

・
敬
称
略
】

菊
池
重
敏
管
長

長
元
祥
泰
総
監

（
次
世
代
委
員
会
委
員
長

）

［
次
世
代
委
員
］

堤
龍

一
郎
。大
熊
満
。橋
村
美
樹

。

金
田
英
仙
郎
。宮
内
康
・林
日
奈

子
。宮
田
楽

一
ヽ

浅
羽
家
の
邸
内
社
改
修
工
事
を

施
工
し
、
平
成
二
十
年
九
月
十

九
日
に
遷
座
祭
を
斎
行
し
た
。

遷
座
の
日
を
記
念
し
て
、
毎
年

九
月
十
九
日
を
大
祭
日
と
し
遷

座
祭
以
来
、
菊
池
管
長
が
斎
主

を
務
め
、
祭
儀
を
厳
粛
に
行

っ

て
い
る
。

今
年
の
大
祭
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

汗
ば
む
中
、
菊
池
管
長
斎
主
、

大
熊
部
長
が
祭
員
と
し
て
、
祭

典
を
斎
行
し
た
。
現
在
の
当
主

浅
羽

一
秀
氏
で
十
代
、
三
百
五

十
年
以
上
に
亘
り
、
「修
善
寺
あ

さ
ば
」
旅
館
を
受
け
継
い
で
い大 熊部 長 、 開祭 の言葉

献 僕 の 儀

る
。
修
善
寺
は
千
二
百
年
前
に

弘
法
大
師
が
創
建
さ
れ
た
寺
院

「桂
谷
山
寺
」
に
由
来
し
、
鎌
倉

時
代
の
初
め
に
修
善
寺
と
名
称

が
定
め
ら
れ
、
此
の

地
も
修
善
寺
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

弘
法
大
師
が
開
い
た

「独
鈷
乃
湯
（ど
っ
こ

の
ゆ
）
」
が
修
善
寺
温

泉
の
発
祥
の
湯
と
な

っ
て
、
伊
豆
最
古
の

温
泉
と
言
わ
れ
る
由

縁
で
あ
る
。

修
善
寺
曹
洞
宗
開
山

の
為
、
派
遣
さ
れ
た

隆
渓
繁
詔
弾
師
の
随

将
と
し
て
浅
羽
弥
九

）

郎
幸
忠
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
堂

守
の
傍
ら
門
前
に
開
い
た
宿
坊

に
始
ま
り
、
そ
の
後
浅
羽
安
右

衛
門
が
温
泉
宿
を
興
し
て
以
来

現
在
に
至

っ
て
い
る
。

左から、大熊部長・管長・井上象英先生`浅羽一秀氏    当主 浅羽一秀氏の玉串奉尖

一一一一一ｒ



(9)秋 冷 号 神 道 の 友 令和 3年 10月 21日

一
■
一
■
●
■
■
〓
●
■
―
―
―
―
―
―
―

神
道
大
教
院
の
御
霊
殿
に
は
、

初
代
総
裁

一
品
有
栖
川
宮
職
仁

親
王
の
御
霊
を
始
め
、
第
十

一

代
ま
で
の
歴
代
管
長
公

。
大
会

議
員

・
役
員

・
総
代

・
教
場
長
・

教
師

・
神
徒

。
信
者

・
御
家
族

な
ど
の
御
霊
を
現
在
二
百
十
五

体
奉
斎
し
、
御
祭
祀
致
し
て
お

り
ま
す
ｃ

春
秋
の
大
祭

。
春
分
、
中
元
、

秋
分
の
慰
霊
祭
又
、
月
々
の
月

次
祭
で
の
霊
殿
祭
、
月
首
祭
。

中
旬
祭
の
御
霊
祭
り
。

朝
拝
で
は
、
そ
の
日
の
月
命
日

並
び
に
本
命
日
祭
に
当
る
御
霊

の
御
霊
璽
名
を
奏
上
し
、
慰
霊

の
お
祭
な
ど
、
折
々
の
御
霊
祭

を
厳
粛
に
斎
行
致
し
て
い
ま
す
。

神
道
大
教
の
教
場
長
を
始
め
教

師

。
信
者
の
御
霊
を
各
教
場
や

御
家
庭
に
て
懇
ろ
に
御
祭
祀
さ

れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
、

更
に
神
道
大
教
院
の
本
部
御
霊

殿
に
て
、
総
裁
の
宮
と
共
に
、

神
道
大
教
の
傘
下
に
て
御
活
躍

さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
の

御
功
績
を
称
え
、
末
永
く
安
ら

ぎ
を
御
祭
祀
す
る
、
神
道
大
教

院
の
永
代
祭
祀
の
お
薦
め
を
左

記
の
通
り
御
案
内
致
し
ま
す
。

コ
し

■
一ロ

一
、
永
代
祭
祀
料

・
御

一
体
の
御
霊
璽

金
　
壱
拾
萬
円
也

。
御
家
族
分
十
三
体
を
納
め
ら

れ
る
合
同
御
霊
璽

金
　
参
拾
萬
円
也

二
、
永
代
祭
祀
受
領
証
を
発
行

致
し
ま
す

三
、
お
申
し
込
み
は
、
本
局
ま

で
御
連
絡
戴
け
ま
し
た
ら
、

申
込
書
類
を
お
送
り
致
し
ま

す
。

尚
、
神
道

へ
の
改
宗
を
御
希

望
の
方
は
、
本
局

へ
御
相
談

下
さ
い
。

中ヽ‐■■ ■▲・・
‐ ■‐

向って左側の御霊舎 御 霊 殿 正 面 向って右側の御霊舎

_‐=.緩晴 餐

斎 主 祭 詞 奏 上 慰 霊 の 巫 女 舞 斎 主 祭 詞奏 上

轟鶴
崚嘱藤
γ

拳犠な
“
蠣凛
1'

ニ
リ
ー

神 教 歌奉 唱斎 主 祭 詞 奏 上御霊璽 (左が合同用・右がl体用)

ヽ_ン



令和 3年 10月 21日 神 道 の 友 秋冷 号 (10)

ａ
本
木
稲
荷
神
社

・名
４
奉
納
さ
れ

東
京
都
北
区
滝
野
川
に
鎮
座
す

る
四
本
木
稲
荷
神
社
は
、
現
在

の
地
に
遷
座
し
て
よ
り
、
神
道

大
教
の
教
師
で
あ
る
梶
田
濃
園

師
か
ら
三
代
に
亘

っ
て
、
地
域

の
人
々
と
共
に
御
神
霊
を
お
祀

り
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
諸
般
の

事
情
に
よ
り
現
在
神
道
大
教
本

局
直
轄
の
教
場
と
し
て
代
表
役

員
を
兼
務
さ
れ
て
再
活
動
と
な

り
今
年
で
二
年
目
と
な
り
ま
す
。

当
初
は
近
所
の
方
が
手
入
れ
等

の
お
世
話
を
さ
れ
つ
つ
も
、
広

い
境
内
地
の
草
木
は
深
い
森
を

街
彿
さ
せ
る
程
に
鬱
蒼
と
生
い

茂
り
、
参
道
は
枯
葉
や
土
の
堆

積
が
進
み
、
日
中
で
も
薄
暗
く

感
じ
る
所
で
は
あ
り
ま
し
た
が

「よ
も
と
ぎ
稲
荷
を
守
る
会
」
を

始
め
、
近
隣
の
皆
様
の
力
強
い

御
支
援
に
よ
り
境
内
整
備
が
さ

れ
、
今
は
風
の
通
り
も
心
地
良

く
、
清
々
し
い
お
参
り
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
月
次

祭
、
春
秋
の
大
祭
を
斎
行
し
、

祭
典
時
に
於
い
て
は
参
列
さ
れ

る
方
も
少
な
か
ら
ず
と
賑
わ
い
、

神
社
と
し
て
の
活
動
を
徐
々
に

進
め
て
お
り
ま
す
。

又
、
こ
の
度
向
富
士
光
代
表
取

締
役
小
泉
輝
人
氏
よ
り
、
社
名

碑
が
奉
納
に
よ
り
拝
殿
左
前
に

建
立
さ
れ
、
去
る
九
月
十
三
日

に
清
祓
い
を
し
、
月
次
祭
に
お

い
て
御
神
前
に
御
奉
告
申
し
上

げ
ま
し
た
。
御
奉
納
戴
き
ま
し

た
小
泉
氏
に
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【当
時
の
奉
納
品
か
ら
】

当
神
社
は
、
戦
時
中
に
奉
納
さ

れ
た
狛
犬
、
灯
籠
、
忠
魂
碑
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
圧
磨
機
圧

輪

（火
薬
製
造
に
使
用
）
、
鉄
製

の
天
水
桶
等
、
当
時
の
名
残
を

遺
て
い
る
珍
し
い
神
社
で
も
あ

り
、
鉄
が
不
足
し
た
時
期
に
没

収
さ
れ
ず
に
据
え
置
か
れ
た
事

を
考
え
ま
す
と
、
如
何
に
四
本

大
稲
荷
神
社
が
戦
時
中
も
大
切

に
さ
れ
て
来
た
か
が
覗
え
ま
す
。

又
．
大
山
倍
達
氏
の
名
前
に
て

奉
納
さ
れ
た
御
祭
礼
旗

一
対
が

ひ
Ｌ
月
前
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
空
手
道
連
盟
　
極
真
会
館

の
創
始
者
と
し
て
有
名
な
御
仁

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
縁
で
当

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
か
は
不
明

で
す
が
、
今
後
も
大
切
に
保
管

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

【大
山
倍
達
氏
に
つ
い
て
】

国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会
館
創

始
者
。　
一
九
四
七
年
九
月
に
戦

後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
全
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
。

猛
牛
と
対
決
し
、
四
七
頭
の
牛

を
倒
し
、
う
ち
四
頭
は

一
撃
で

即
死
さ
せ
た
と
の
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。　
一
九
六
四
年
、

国
際
空
手
道
連
盟
　
極
真
会
館

設
立
。　
一
九
七
五
年
に
第

一
回

全
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
を

開
催
し
て
、
全
世
界
に
極
真
空

手
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
す
。

世
界

一
二
〇
ヵ
国
に
公
認
道
場

を
持
ち
、　
一
二
〇
〇
万
人
の
門

弟
の
総
裁
と
し
て
、
そ
の
生
涯

を
極
真
空
手
に
捧
げ
た
。
享
年

七
〇
歳
。

（国
際
空
手
道
連
盟

館
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）

極
真
会

・鰊
．一一一一一・
磋Ｔナ
一

，
劇
一一雌
．

犠
　
“

_ヽノ

奉納の社名碑と旗を持つ管長  大山倍達氏奉納旗   月次祭で挨拶をされる管長  祝詞を奏上される管長

教
師

昇
級

○
補
　
権
少
教
正

栄
珠
稲
荷
神
社

（属
）

東
京

・
永
井
栄
子

（令
和
三
年
八
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
大
講
義

直
属

福
島

・
永
山
和
洋

（令
和
三
年
八
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
訓
導

良
和
神
社

（属
）

東
京

。
宮
内
康

（令
和
三
年
八
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
少
講
義

』県
中
神
社

（属
）

岐
阜

。
林
日
奈
子

（令
和
三
年
八
月
二
十
八
日
付

辞
職
者

〇
三
重

・
照
国
講
社

（属
）

訓
導

。
林
　
秀
雄

（令
和
三
年
九
月

一
日
付
）

| ‐‐111111キ |liil::illll:|::1111111111

鑽
蓼

讐
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鵞
一一一一・

教

内
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(11)秋 冷 号 神 道 の 友 令和 3年 10月 21日

七
　
月

八
　
月

九

月

二
十
八
日

二
十
九
日

一
　

　

日

二
日
～
六
日

十
　
三
日

十
　
五
日

二
十

一
日

二
十
五
日
～
一

一　
　
日

十
　
　
日

十
　
三
日

二
十

一
日

二
十
九
日日日

一
日

三
日

五
日

八
日

一
日

十

月

二 十 十 十 十 三 一
十

十 十

九 五
日 日 管

長

の

動

向

（
対
外
行
事

。
事
務
局
）

神
道
大
教
院
総
代
会

・
次
世
代
委
員
会
開
催

神
道
大
券
大
会
議
開
催

月
首
祭
一

南
等
町
会
夏
体
み
子
供
ラ
ジ
オ
体
操
開
桂

（神
道
大
教
院
境
内
）

四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

中
旬
祭

月
次
祭

一十
八
日
　
神
道
学
院
夏
季
研
修
会
開
催

月
首
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（リ
モ
ー
ト
会
議
）

四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

作
曲
家
　
笠
間
千
保
子
師
来
局

中
旬
祭

伊
豆
市

「修
善
寺
あ
さ
ば
」
邸
内
社
大
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

月
次
祭

ｏ
秋
分
霊
祭
斎
行

管
長
教
場
訪
間
　
東
京
都
栄
珠
稲
荷
神
社

（管
長

・
総
監

。
大
熊
部
長
訪
間
）

月
首
祭

「
（株
）
丸
昌
」
豊
洲
市
場
大
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（神
道
大
教
）

四
本
木
稲
荷
神
社
秋
季
大
祭
斎
行

（管
長

・
総
監

。
大
熊
部
長
奉
仕
）

中
旬
祭

有
栖
川
宮

・
高
松
宮
展
墓

（管
長

・
大
熊
部
長
）

秋
季
大
祭
斎
行

、ヽ_ノ

笠
間
千
保
子
さ
ん
の
音
楽
事
務

所
の
後
援
会
長
毛
馬
内

（
け
ま

な
い
）
さ
ん
が
、
札
幌
八
幡
宮

の
近
所
に
居
住
さ
れ
て
い
て
、

笠
間
さ
ん
と
お
二
人
で
、
何
度

か
札
幌
八
幡
宮
に
御
参
拝
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
笠
間
さ
ん
は
最

近
、
伊
勢
の
神
宮
に
御
自
身
が

作
曲
さ
れ
た
曲
に
作
詞
家
の
詩

を
付
け
て
奉
納
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
神
宮
の
関
係
者
か
ら
は
大

変
喜
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

笠
間
さ
ん
は
一
八
幡
宮
に
も
曲

を
奉
納
し
た
ヽ
と
毛
馬
内
さ
ん

に
相
談
を
さ
れ
、
毛
馬
内
さ
ん

よ
り
お
電
話
を
戴
き
ま
し
た
。

東
京
在
住
の
笠
間
さ
ん
と
本
局

で
お
会
い
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
女
性
の
御
友
人
と

お
二
人
で
お
見
え
に
な
り
、
と

て
も
気
さ
く
で
明
る
い
お
方
な

の
で
、
話
が
ぼ
ず
み
、
十
年
来

の
交
際
を
重
ね
て
い
る
よ
う
な

雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
神
道
大
教
の
愛
唱
歌

の
よ
う
な
曲
を
作

っ
て
、
教
師

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

け
る
よ
う
な
曲
が
欲
し
い
。
と

私
の
思
い
を
お
話
し
し
ま
し
た

ら
、
笠
間
さ
ん
か
ら
、
「八
幡
宮

の
曲
と
神
道
大
教
の
曲
と
ど
ち

ら
を
望
み
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら

れ
、
私
は
神
道
大
教
の
曲
が
欲

し
い
で
す
と
答
え
ま
し
た
。

笠
間
さ
ん
は
快
く
お
引
き
受
け

下
さ
り
、
年
内
に
は
曲
を
作
り

奉
納
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
と
の

お
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。
私
は

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

笠
間
千
保
子
さ
ん
は
音
楽
大
学

を
卒
業
さ
れ
、
長
く
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
、
十
年

前
よ
り
作
曲
家
と
し
て
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
歌
手

の
作
曲
を
手
掛
け
ら
れ

『藤
田

ま
さ
と
賞
』
優
秀
作
曲
賞
も
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

左側 笠間千保子氏 と伴 に



令和 3年 10月 21日 神 道 の 友 秋 冷 号 (12)

菊
池
管
長
の
教
場
訪
問

「沖
義
人
教

彙
鎌
僑
精
神
韓
」

栄
珠
稲
荷
神
社
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
三
宿

一
―
十
四
―
二
十

二
に
鎮
座
し
ま
す
。
栄
珠
稲
荷

神
社
は
別
名

「団
子
神
社
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
日
照

り
続
き
で
作
物
が
育
た
な
い
ほ

ど
困
窮
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

た
め
に
赤
土
で
団
子
を
作
り
、

そ
れ
を
、
栄
珠
稲
荷
神
社
に
奉

納
し
、
降
雨
を
祈
願
し
ま
し
た
。

す
る
と
村
人
の
必
死
の
祈
り
が

通
じ
雨
が
降

っ
た
と
言
い
ま
す
。

無
事
に
作
物
を
育
て
ら
れ
た
村鳥居 と境内地

人
は
米
で
団
子
を
作
り
、
改
め

て
栄
珠
稲
荷
神
社
に
奉
納
し
ま

し
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

栄
珠
稲
荷
神
社
で
は
、
祈
願
時

に
土
の
団
子
、
感
謝
時
に
米
の

団
子
を
供
え
る
よ
う
に
な
り
、

「団
子
稲
荷
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

栄
珠
稲
荷
神
社
の
初
代
宮
司
が

森
田
栄
常
師
で
、
昭
和
三
年
二

月
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
大

山
阿
夫
利
神
社
社
掌
、
増
田
耕

三
師
の
二
男
森
田
作
次
師
が
森

田
家
に
入
婿
さ
れ
二
代
目
宮
司

を
継
が
れ
ま
し
た
。

森
田
作
次
師
は
、
神
道
大
教
第

七
代
管
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

森
田
管
長
の
就
任
は
終
戦
直
後

の
昭
和
二
十
年
十
月
で
、
こ
の

新
管
長
の
門
出
を
祝
う
も
の
は
、

御 ネ申 前

晴
朗
な
る
海
路

で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し

か
し
管
長
は
焼

野
原
の
本
局
境

内

の
中
か
ら
、

現
在

の
神
道
大

教
を
見
事
に
復

活
さ
れ
ま
し
た

そ
の
御
功
績
は

筆
舌
に
尽
く
せ

ぬ
も
の
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
三

十
九
年
五
月
に

御
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
森
田
家
の
お
嫁
さ
ん
、

森
田
和
子
先
生
が
第
二
代
宮
司

を
継
が
れ
ま
し
た
。
森
田
和
子

先
生
は
、
神
道
大
教
大
会
議
員
、

責
任
役
員
、
神
道
大
教
総
代
を

何
期
も
務
め
ら
れ
、
現
在
も
顧

間
と
し
て
本
局
の
為
に
御
尽
力

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
又
、
東
京

婦
人
会
会
長
と
し
て
永
年
御
奉

仕
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

御
息
女
の
永
井
栄
子
先
生
、
お

嫁
さ
ん
の
森
田
瑞
穂
先
生
が
東

京
婦
人
会
員
と
し
て
本
局
に
御

奉
仕
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

クスノキの御神木

左から、菊池管長・森田和子宮司・長元総監談笑される森田和子宮司

乃木希典将軍 の夫人、静子 さんが無事帰還 を

願 った猿 田彦神社 と御神名碑 (境 内地 )


